
趣　旨

応募基準

応募期限

応募方法

表　彰 　平成29年3月県子連大会（菊川市）の席上で、奨励賞の伝達、体験記の発表を行う。

　＊平成29年1月初旬、審査委員会を設け決定し、1月中旬、入選者決定通知発送

備　考

＊　1名につき、どちらか1部門 1点のみ

　　  保護者や役員が書き直すなどはしないでください。本人が書いたものではないと判断される場合は無効となります。

応募数
（委託事業については、別に10点）

１市町子連　　10点
１市町子連　　　　10点

＊　400字詰原稿用紙に本文のみで600字以上800字以内厳守。　記録写真1枚添付（入選した際の作文集に掲載）

　　  1枚目の本文右の枠外に、タイトル・単子名・学年・氏名を間違いのないように本人の自筆で明記してください。

　　「子どもの手による子ども会」の確立のためには、日頃子ども達が
各地域で取り組んでいる活動の中で、何を学び、感じ、願ったか、そ
の率直な意見に耳を傾けることが大切と思われる。その一端として体
験作文を募集し、優秀作品には奨励賞を贈るとともに、その成果を
県子連大会で発表し、子ども会活動の一層の充実発展に資する。

　「ちょっと危険」で、親からすれば「ちょっと心配」なことであっても、
子ども達からすれば「ちょっと冒険」したことによる喜び、驚き、達成
感を共有することであり、そこから学習した、子どもの心の成長過程
を体験作文として募集する。優秀作品には奨励賞を贈るとともに、県
子連大会において発表し、子ども会活動の一層の充実発展に資す
る。

チャレンジ冒険遊び事業体験記

　　　　　＊県の補助金の交付を受けた単子の小学生の子ども会員

　　　　　＊類似した事業を実施した単子の小学生の子ども会員

体験記作文コンクール募集要項

応募者 小学生の子ども会員全員

子ども会活動体験記

＊　具体的内容・その成果が記述されていることが望ましい

＊県子連への応募者全員に記念品贈呈

令和5年11月30日（木）　　　　　（審査の都合上、期限を厳守してください）

市町子連で取りまとめ、応募者一覧表を添え、所定の期日までに一括県子連事務局へ送付

　(単子からの直接送付は受付できません)

令和6年3月県子連大会（沼津市）の席上で、奨励賞の伝達、体験記の発表を行う。

＊令和5年12月中旬から令和6年1月初旬に、審査委員会を2回設け決定し、1月中旬、入選者決定通知発送

＊体験記作文集を作成し、入選者の作文を掲載　


